
舞 踊 関 係 文 献 目録-昭 和53年-

＊ この 目録 は, 昭和53年 度 に発 行 された舞 踊 関係 の

日本 語 文献(単 行本, 雑 誌 ・紀 要論 文)を 収録 した

もので あ る。

*便 宜 上, 次 の分類 に従 った。

総記 ・芸 術(一)・ 芸 術(二)・ 民俗 ・教育

この うち, 芸 術 は舞 台舞 踊, 民俗 は それ以外 の舞

踊 とし, 芸術(一)は 主 と して 日本 の舞踊, (二)は

主 と して洋舞 と した。

*各 項 にお いては, 単行 本, 雑誌 の特 集, 雑 誌 ・紀

要論 文 の順 に配列 した。

*雑 誌 ・紀 要 の号数 は洋 数 字, 巻 号 は0-0と し,

月刊誌 は0月 と した。

*本 目録 を, 研 究交流 ・情 報交換 の場 と して充 実 さ

せ るため, 遺漏 の分 につ いての大方 の御 教示 をお

願 いす る。(板 谷 徹)

〈 総記 〉

日本庶 民文 化史 料集成 別巻 ・総 合芸 能史 年表 芸 能

史研 究会 編 三一書房

邦 舞 の古典性 一 比較 舞踊 学 の試 み一 上 林澄 雄 舞

踊学1

舞 踊伴奏 音 楽 の研 究一 伴 奏音 楽 の作 成 につ いての一

考察 三木 孝子 天理大学学報策114

舞 踊美 学 のた め に一 わた しの体験 か ら 佐藤 俊子

心5月

舞 踊 の領 城 に関 す る研 究 〈その1>徳 家章子 目白

学園女子短期大学研究紀要15

舞 踊 の鑑 賞 語 ・評価 語 〔III〕一 舞踊構 造化 の た めに

日本舞 踊 の鑑 賞語 バ レエ の鑑 賞 語 金城 光 子 琉

球大学教育学部紀要22(2)

舞踊 にお け る構 え姿勢 の 分析 牛 山清子 女子体育2月

舞踊 運 動 にお け るDYNAMICSに 関す る研 究 伊

藤 和子 同上

舞踊 学 の動 向一 学校教 育 の側 面 か ら 松 本千 代栄

舞踊学1

日本 にお け る舞踊 研究 の足 跡一 日本 舞踊史 を中心 に

一 板 谷徹 同上

古代 日本 にお け る遊 び(10一宇 宙創造 と して の魚 の遊

び一 荻野 恕三 郎 芸術研究年報29III

舞 と踊 と 小 笠原 恭子 歴史公論10月

舞踊 の周 辺 永井 啓夫 舞踊研究5・7・8

テ レビの メデ ィア にお け る舞踊 石 川健 次郎 同上

舞踊 関係 文献 目録 一昭 和52年 一 舞踊学1

外 国の舞 踊書 か ら 同上

舞踊 年表 如 月 青子 芸能1～12月

〈芸 術(一)〉

日本庶 民 文化史 料集 成3能 芸 能史 研究 会編 三一

書房

寺 院 に おけ る舞楽 の伝 統 と生 命カー 摂州 四天 王寺 聖

霊会 舞楽 を中心 に 高橋 美都

天 王寺 舞楽 雅亮 会編 講談社

観 阿弥 の芸流 北川忠 彦 三弥井書店

能 の歴 史 小 林 責 ・増 田正 造 平凡社

日本 の芸談3 能 ・狂 言 ・文楽 九芸出版

日本 の芸談1 歌舞伎1 九芸出版

日本舞 踊 全集2 演 目解 説II 日本舞踊社

の ちの雪 武原 は ん 光風書店

特集 ・歌 謡 ・芸能 文学 ・語学80・8l

特集 ・家元制 度 と日本 の社会 歴史公論4月

特集 ・中世芸 能 の世 界 歴史公論10月

特集 ・能 と狂 言 の世界 国文学6月

特集 ・能(日 本 の こ ころ25)別 冊太陽

特集 ・弓八幡 観世1・2月

特集 ・唐 船 観世3月

特集 ・蟻 通 観世5・6月

特集 ・熊坂 観世7・8月

特集 ・富 士太 鼓 観世9・10月

特集 ・紅 葉狩 観世1l・12月

特集 ・勧 進帳 季刊邦楽14

特集 ・道 成寺 もの 季刊邦楽17

特集 ・舞 踊 と伝 説 ・民話PARTII 創作舞踊3

特集 ・道 化 創作舞踊4

特集 ・怨霊 創作舞踊5

かぶ き舞 踊 まで32～36 郡 司正勝 日本舞踊1・2・4

・9・11月

伎 楽 小考 本 田安次 芸能12月

熱狂 の系 譜 と中世芸 能 西垣晴 次 歴史公論10月

詩 歌 管絃 か ら歌舞音 曲へ 中小路 駿逸 同上

芸能 者 の風 貌 後藤 淑 同上

古 猿楽 の伝 承一 翁猿 楽 の系譜 山路興 造 同上

翁舞 と今様 四 句神歌 後藤 淑 文学・語学80・81

「翁」と麻 多羅神 一「翁」成 立 の根 源 に対 す る一 考察

山木ユ リ 日本文学9月

天 女舞 の研 究 竹本 幹夫 能楽研究4

『二 曲三 体人形 図』の天 女舞 につ いて 片 岡美智

観世2月

花 ・位 ・幽 玄一 世阿 弥 の能楽 芸術 論 西尾 陽太 郎

西南学院大学文理論集18(2)

「夢幻 能」につ いて一 「井 筒」の 亡霊 の系 譜 辻真 理子

成城文芸84

世 阿弥 の伝 書 にお け る時 間概 念 と夢 幻 能 の成 立 西
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崎専 一 美学112

花 と幽玄 と 西 野春 雄 歴史公論10月

世阿弥 の 「離 見 の見」 峰村 文人 児童心理10月

心 よ り心 に伝 ふ る花一 能 の現象 学一 観 世寿 夫

新劇lO～12月

舞踊 の認知構 造 につ いて一 世阿 弥能 芸論 の舞 踊意 味

論的 分析 の試 み 大城 宜武 体育学研究23-1

老女物 概 念の成 立 小 山瑛 子KY0RITSUREVIEW6

能の基 本型(仕 舞)の 運 動形態 学 的研 究(その二 序 論)

那須 高之 助 東京女子体育大学紀要13
『拾 玉得 花』につ いて 菅 野信 弘 青山語文8

茶神 物 語 と夢 幻 能 堺光 一 皇学館大学紀要16
「蟻 通」とその周 辺 佐藤健 一郎 ・鳥居 明雄 宝生1～

3月

「田村 」とその周辺 佐 藤健 一 郎 ・鳥居 明雄 宝生4～
'
8月

「三 井寺」とその周辺 佐 藤健 一郎 ・鳥 居 明雄 宝生

9～12月

観 能講座 室 生英 雄 宝生1～12月

47吉 野 静 ・48百 万 ・49春 日竜神 ・50頼政 ・51千手

・52龍太鼓 ・53国 栖 ・54嵐 山 ・55実盛 ・56井筒 ・

57龍 田 ・58熊坂

「摂待 」考 天 野 文雄 国語と国文学2月

作 品研究 『弓 八幡』 八島 正治 観世1月

作 品研 究 ・唐 船 味 方健 観世3月

作 品研 究 ・蟻 通遡 源 森 正人 観世5月

作 品研 究「熊坂 」 徳江 元 正 観世7月

作 品研究 「富士 太鼓 」 田口和 夫 観世9月

作 品研究 「紅葉 狩」 西野 春雄 観世11月

元雅 の物 狂能 三 宅 晶子 国文学研究66

シラバ ヤ シ考 竹 本幹 夫 国文学研究65

私 の身体 で つ かんだ伝 統一 古典 舞踊 古 典舞 踊 の過

去 と未 来 西原 和 女子体育5月

ふ りゅ う ・ば さ ら ・かぶ き 守 屋毅 歴史公論10月

座談 会 ・家元 制度 と 日本 の社会 西 山松 之助 ・浜 口

恵 俊 ・芳賀登 歴史公論4月

家元 制度 の成 立 守屋 毅 同上

家元制 度 の社 会 的背景 ・江戸 時代 芸能 の社会 的 性格

衣笹 安喜 同上

型 の伝承 と家 元 ・上方 舞一 代記 吉 村雄 輝 ・権 藤芳
一 同上

伝統 芸術 と家 元制 度 武智鉄 二 同上

家元 の人 類学 米 山俊 直 同上

振弟 子 と踊 師 匠 板谷徹 同上

家元 制度研 究史 覚 書 立 川洋 ・広瀬 千紗 子 同上

芸人 と舞踊3・4矢 野 誠 一 創作舞踊3・4

舞踊 名言集 成(19～(30)郡 司正 勝 邦楽と舞踊1～12月

日本舞 踊 の歴 史3～6藤 田洋 創作舞踊3～6

日本舞 踊 と民話 の世 界 高瀬 精一 郎 創作舞踊3

ガニ股 につ いて一土 方巽 寸感 八木忠 栄 同上

昔 話 の中 の舞踊 家 大 島広志 同上

舞 の系 譜(2)～(6)垣 田昭 舞踊研究5～8

道成 寺 の戯 曲 横道 万里 雄 季刊邦楽17
「執心 鐘入 」と大 和 芸能 矢野 輝 雄 同上

道成 寺集 成(V)～(VIII)駒 井 義之 ・後藤 瑠 美子 舞

踊研究5～8

能「安 宅」と歌舞伎 「勧進 帳」 小 林責 季刊邦楽14

歌舞伎 舞 踊 の「紅葉 狩」 松 井俊 諭 観世11月
「京鹿 子娘 道成 寺」の踊 り 戸部 銀作 季刊邦楽17

「京鹿 子娘 道成 寺」成 立私 考 山岡知 博 芸能7月

学部 所蔵 ・歌 舞伎 舞踊 衣裳 にっ いて 豊 田玲 子

演劇創造8

振 付 の発 生 西形 節子 日本演劇学会紀要17

研 究 資料 〈幕末 嘉永 七年 の お ど り譜〉 丸茂 美恵 子

舞踊研究1

『妓 楽踏 舞 譜』考 丸茂 美恵 子 舞踊学1

振 付 の美 学 花柳 芳次 郎 舞踊研究5～8

舞 踊 曲 を聞 きなおす(18～(29)上 林澄 雄 邦楽と舞踊1
～12月

舞 踊参 考室 日本舞踊

鞍 馬 山(下)松 本亀 松1月

三 国一 新 谷誠太 郎2月

元禄 花見 踊 郡 司正勝3月

傾城 道成 寺 松 本亀松4～6月

袖 の露二 題(付 袖香 炉 ・袖頭 巾)新 谷誠 太 郎7月

太 刀盗 人 長 田午狂8・9月

素襖 落: 長 田午狂10・11月

踊 の心 邦楽と舞踊

供 奴 目代清1～3月

三 ツ面子 守 西形節 子4～6月

汐汲 目代清7～9月

越 後獅 子 西形 節子10～12月

諸流 の昔 と今 江 口博 日本舞踊

志 賀 山流1～3月

花柳 流6～10月

日本 舞踊 手法 講座42～45猿 若 清 方 日本舞踊1～4月

日本 舞踊 の基 本練 習(19～(30)花 柳 千 代 邦楽と舞踊

1～12月

日本 舞踊 基本 練 習 につ いて 花柳 千 代 舞踊学1

志賀 山流 ・踊 り綴(1)～(3)志 賀 山葵 邦楽と舞踊10～

12月

山村 た か芸 話1～2山 村 た か 日本舞踊11・12月

〈 芸術(二)〉

瀕 死 の 白鳥 ア ンナ ・パ ヴロ ヴ ァの 生涯 小 倉重 夫

編 富山房

デ ィアギ レフ ロ シア ・バ レエ 団の足 跡 小 倉重 夫

音楽之友社

モー リス ・ベ ジャー ルー 現代 バ レエ の精髄A・ リ

ビ オ 前 田充訳 西田書店

舞 踊へ の旅 標 石 田種 生 三省堂
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バ レ エ の 魅 力 松 山樹 子 講談社

夢 み るバ レ リ ー ナ 森 下 洋 子 写 真 ・西 川 治 サン

リオ

バ レ エ も の が た り 服 部 智 恵 子 監 修 講談社

特 集 ・一 九 七 七 年 秋 の 舞 踊 公 演 ダンス ・ワーク20

特 集 ・現 代 舞 踊 作 家 論13武 井 彗 同上

特 集 ・い ま モ ダ ン ダ ン ス は … ダンス ・ワー ク23

特 集 ・セ ル ゲ イ ・デ ィ ア ギ レ フ ダンス ・ワーク24

モ ダ ン ・ダ ン ス の 定 義 に関 す る研 究 片 岡 康 子

舞踊学1

動 き で さ ぐ る舞 踊 の歴 史 女子体育4・5・7～12月

9. デ ィア ギ レ フ 以 後(2)川 路 明

10. イサ ドラ ・ダ ン カ ン の 技 法 若 松 美 黄

11. 帝 国 劇 場 の 開 場 日下 四 郎

12. 石 井 ・高 田 時 代 の 始 ま り 日下 四 郎

13. 失 覚 者 た ち の 足 跡 日下 四 郎

14. ドイ ツ ・ノ イ エ タ ン ツの 系 譜 日下 四 郎

15. ア メ リ カ の 現 代 舞 踊 史 日下 四 郎

16. 総 括 ・今 日の 現 代 舞 踊 日下 四 郎

美 的 運 動 形 成 の 特 性 に 関 す る実 験 的 研 究 Modern

Dance と Modern Gymnastics の運 動 比 較 大 薮 五

百 子 女子体育6月

DANCEMODEL #1#2 榎 本 了 壱 地下演劇12

ベ ジ ャ ー ル とボ ブ ・ウ ィ ル ソ ン 利 光 哲 夫 テァトロ

6月

舞 踊 の病 い と死 期IV・ 大 野 一 雄 ・舞 踏 公演 「ラ ・ア ル

ヘ ンチ ー ナ の 夢 」 中 村 文 昭 ダンス ・ワーク22

舞 踏 の病 い と死 期V中 村 文 昭 ダンス ・ワー ク24

現 代 舞 踊 と バ レ エ(56～64 桜 井 勤 日本照明家協会雑誌

2～6・8・9・12月

現 代 舞 踊 の 原 点112上 林 澄 雄 ダンス ・ワーク23・24

現 代 舞 踊 作 家 論 ダンス ・ワーク

13. 袋 を背 負 っ た 旅 行 者 武 井 彗 小 論 市 川 雅

22

14. 藤 井 公 ・利 子 論 い ま錯 乱 す る"リ ベ ラ リズ

ム"の 表 章 荻 生 泰 治23

世 界 の 舞 姫 物 語 マ リ シ ア ・ハ イ デ 富 田 真 介

ダンス ・ワーク23

大 野 一 雄 の 腐 刻 書 長 尾 一 雄 ダンス ・ワーク22

秋 の オ イ フ ォ リ オ ンー 聖 霊 舞 踏 会 既 婚 者 の た め の

高橋 亨 同上

肉 体 に ひ そ む 原=言 語 を求 め て 上 林 澄 雄 同上

日本 の モ ダ ン ・ダ ン ス の 秀 作 と作 家 た ち 桜 井 勤

ダンス ・ワーク23

私 の 谷 桃 子 井 上 博 文 同上

現 代 バ レエ と デ ィ ア ギ レ フ ・ロ シ ア バ レ エ 団 ダンス ・

ワーク24

バ レエ ・リ ュ ス 再 訪 〈デ ィ ア ギ レ フ と ロ シ ア ・ア ヴ

ァ ン ギ ャ ル ド〉 海 野 弘 同上

セルゲ イ ・デ ィアギ レフ 〈その情 熱 の源 泉 とゆ くえ〉

佐藤 俊 子 同上

デ ィアギ レ フ ・芸術 の推 進者 久 保正 士 同上

井上博 文 によ るバ レエ劇 場10年 井上 博 文 同上

座 談 会 ・舞踏 を語 る 土方巽 ・芦 川洋 子 ・郡 司正勝

・市 川雅 邦楽と舞踊1月

病 め る舞 姫9～10土 方巽 新劇1・3月

聞 き書河藤: たつ ろ舞 踊 人生3～6鴨 一一平 創作舞踊

2・4・8・11月

く民俗 〉

京都 の 田楽調査 報告 書 京都 府教 育委 員会 編 京都府

教育委員会

新 島の郷 土芸 能 新島郷 土芸 能連 合保 存会 編 新島郷

土芸能連合保存会

大戸 の神楽 一埼 玉県 与野 市 文化財 報告 書 第三集 与

野 市教 育委 員会編 与重柿 教育委員会

福 岡県 の民俗 芸能 福 岡県教 育委 員会 西日本文化協

会

祭 りと芸 能 の旅1. 北海 道 ・東北 本 田安 次 ・渡辺

伸 夫編2. 関東 ・甲信 越 榎 本 由喜 雄 ・石 田武久

編3. 東海 ・北陸 後藤: 淑 ・田中義 広編4. 近畿

新井 恒 易 ・田中英機 編5. 中国 ・四国 高橋 秀雄

・山路興 造編6. 九州 ●・沖縄 三隅 治雄 ・萩 原秀

三郎 編 ぎよう. せい

愛 媛 の祭 りと民俗 守屋毅 雄山閣

秩 父神 楽一 秩父神 社 附属神 代神 楽 秩 父神社 神楽 保

存会 編 秩父神社

日本 の お どり一 全国 代表 民踊 南 か ら北 か ら 中 山義

夫 日刊スポーツ出版社

特 集 ・民俗劇 韓3・4月

特 集 ・宗教 民俗 まっり31

特 集 ・奄美 の まつ り1ま っり32

越 中婦 負郡 の熊野 神社 に伝 わ る稚児 舞楽 の研 究一 越

中越 後 の稚児舞 楽 につ い ての報告 一3一 水原 滑江

日本民俗学118

福井 県 敦賀市 金 山の 田遊 び"ダ ノセ祭"一 翻刻 ・正徳

四年 銘 田遊 び台 本一 朝 比奈 威夫 民族と歴史6

敦 賀市 野坂神 社「だのせ 祭」の万 歳楽 か ら 後 藤淑

同上

羽越 国境 地帯 の神 楽(一一 渡辺伸 夫 同上

韓 国の巫 俗 萩原 秀三 郎 民族学4

ゴ クラ クチ ョウの踊 り 岩合 徳 光 民族学5

<採 集 報告 その1>バ リ島 におけ る舞踊 の種 類 と特

性 一特 にその「型」と「技 法」を中心 とす る一 勝 部

月子 KYORITSU REVIEW6

守護 聖 人の祭 りにみ られ る民俗芸 能 につ いて一 メ ソ

・ア メリカの例 の比較 の 試み一 黒 田悦 子 国立民
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族学博物館研究報告2-4

剣 舞(川 中島)の エ ネ ルギー代 謝率 につ いて の研 究

伊 藤 くに ・佐藤 光毅 ・新毛 助直 弘前大学教育学部紀

要39

宇 佐宮 の雅楽 と伎 楽 中山重 記 宇佐文化165

組 踊 と能 その(2)組 踊 の仇 討物 と本 土 の芸 能一 特

に二 童 と曽我物 を中心 に して一 長友武 琉球大学

教育学部紀要22(1)

盆 踊 りの研 究一 岡 山県 にお け る盆 踊 りの分 布 につ い

て一 三室 清 子(岡 山大学教育学部)研究集録49

荘 園鎮守 社 におけ る祭 祀 と芸 能一 若狭 三方郡 を中心

と して一 山路 興 造 芸能史研究60

民俗 芸 能 の死 と再 生 三 隅治 雄 伝統と現代1月

南 宮大社 の神 事芸 能 高橋 秀 雄 民俗芸能58

前 谷地神 楽 星 野紘 同上

弓神 楽 星野 紘 同上

江 戸 の里 神楽 榎 本 由喜雄 同上

南 宮大社 の祭 礼 と芸能 高橋 秀雄 同上

前 谷地神 楽 谷 木春治 同上

弓神 楽 牛尾 三千 夫 同上

江 戸里神 楽 の中 で お・ぼれ な が ら 千 葉史 郎 同上

蛇 の道一 あ る年 の祭 の旅一 郡 司正勝 同上

松村 の神 踊 り 檜瑛 司 同上

島 々の神 楽 と神楽 師一壱 岐 ・対 馬 ・五 島 ・平 戸 ・隠

岐 一 石塚 尊: 俊 山陰民俗30

山口太神楽(芸 能 資料)I・Il類 家英一 郎 まつり通

信207・208

徳 丸北野神 社 の 田遊 び 関根 邦 之助 民間伝承312

下 市田 の獅 子 舞 向 山雅 重 まっり通信208

丹後 の花 の踊 り 田中 義広 同上

奄美 見里 の竿 踊 り 本 田碩 孝 まつり通信209

沖縄 の芸 能 本 田安次 沖縄芸能史研究3

琉球 古典 舞踊 打組 踊 「しゅん どう」につ いて 照屋

寛善 同上

奄美 油井 の豊 年 まつ りと八 月踊 り 本 田碩孝 まつり

通信211

諸 屯(舞 踊 論)佐 藤 善五 郎 アザリア1

磐城 赤井嶽 の擢 歌 本 田安 次 芸能10月

聖 な るもの一巫 女舞 と産 忌 と一 田中義広 まっり31

山城 木津町 相楽 の御 田 新井恒 易 まつり通信215

干支 と祭 り一 イザ イホ ウ私見 一 吉野 裕子 同上

徳 之 島の ムチ ム レ踊 り 徳 富 重成 まっり32

日本 芸能民 俗 にみ る舞 と踊 り一芸 能民族 学の一 試論
一 宮尾 慈良 アジア・カルチュア6月

踊 り一 神 と人 との コ ミュニ ケー シ ョンー 岩 田慶 治

同上

韓国 の祭 りの神座 本 田安次 芸能8月

タイの舞踊 教育 宮尾 慈 良 邦楽と舞踊11・12月

宗 教 と結 びっ いた イ ン ド舞 踊一 「ヤマ とヤ ミ」とナ ラ

タナ タヤム 中村元 心3月

〈 教 育〉

特集 ・舞 踊教 育 の方 法 を求 めて 女子体育1月

特集 ・「第11回 全国 女子 体育 研 究大 会」報告 女子体育

3月

特集 ・リズ ミカル な動 きと豊 かな表現 をひ き出す 工

夫 女子体育10月

ダ ンス学習指 導 に関 す る研 究 佐 分利 育 代 舞踊学1

舞踊 運動 とその表 現性 に関す る研 究 松本 千代 栄 ・

柴 真理子 同上

幼児 の フォー ク ダンスー創 造性 を培 うフ ォー ク ・ダ

ンスの段 階 的指 導 と発 展 の 方向 大 関 た か(金 沢

大学教育学部)教科教育研究11

児童 の ダ ンス表現 法 の発 達 につ いての研 究 片 岡牧

子 ・穴迫 洋子(PL学 園女子短期大学)紀要5

舞 踊創 作 に関 す る一考察 冨川 知加 ・林 真幾 子 東京

女子体育大学紀要13

ダ ンス動作 の分 析 小 川原春 恵 ・田川典 子 同上

創 作 ダ ンスの空 間 の動 きにっ いて一 日常主 と して使

用 してい る手足(利 手利 足)と の関 係 につ いて一

古 賀妙子(佐 賀大学教育学部)研究論文集第26集(1)

舞 踊 におけ る表現性 と性 格 との関係(2)一作 品創作 と

性格 特性 一 斉藤 千代 子 ・飯 田頴 男 ・斉藤 文代

(静岡大学)教育学部研究報告 ・自然科学篇28

舞 踊運 動 とその表現性 に関 す る研 究一Designと

Timeを 中心 に一 柴真理 子(女 子聖学院短期大

学 〉紀要10

創 作 ダンス にお け るフ ィー ドバ ッ クの させ方 につ い

て一1, 2一 中西 泉 ・奥 村収 岐阜大学教育学部研

究報告・人文科学26

音 の リズ ム刺 激 が呼吸 ・心拍 数 お よび空 間形成(フ

ロアパ ター ン)に 及ぼ す影響 平井 タ カネ(奈 良

女子大学)研究年報21

「ダ ンス」その伝承 性 と創 造性 の学 習法 三浦 弓杖

新体育5月

新 学習指 導要 領 とダ ンス の指導 林 悦子 体育科教育

10月

第8回 国 際女 子体 育会 議一 南 ア フ リカ ・ケー プ タウ

ンー 松本 千代 栄 女子体育1月

進 化 と表 現 につ いての 断章 渡 辺俊 男 同上

これ か らの舞 踊教 育 に思 う一 二, 三 の メ モ か ら一

国枝 タカ子 同上

創 作 ダ ンスの基礎 におけ る指 導一 私 の授 業 実践 か ら

(中学校)一 村 田芳子 同上
「私 の授 業」と「考 えて い るこ と」 宮 崎美 代子 同上

楽 しい表現 の授 業一 小学 校低 学年 一 高橋 克美 同

上

ダンス指導 の ため の伴 奏 を考 え る一 その効果 へ の一

方向一 古江綾 子 同上

ELEMENTERTANZ(根 本 的 ダ ンス)マ ヤ ・レッ
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クス 三 宅香 訳 同上

小 学校 一 ダンスの授 業 づ くりの試み 川 口義一一 女子

体育4月

中学校 一 たの しい ダンス学 習 をめ ざ して 佐 藤 絢子

同上

伝 統 文化 の教 材化一 日本 の踊 り 池 田雅子 女子体育

5月

「沖 縄 の踊 り」指 導 宮城 米子 女子体育6月

民族 舞 踊 の授 業 小 野寺 澄子 同上

地域 性 を生 か した ダンス指導 効 果的 指導 と教 師 の

工夫 石 井光 子 同上

運 動技 能 の獲得 過程 と精 神発 達 近藤 充夫 女子体育

10月

基 本 の運 動一 音楽 を使 って 里見 ま り子 同上

リズ ミカル な動 き 石 崎 朔子 同上

音楽 あ そび 古江 綾子 同上

や さ しい伴奏 法一 即興 伴奏 へ の ヒン ト 外 山友子

同上

中 学年 の ダンス指 導(表 現運 動)三 浦 弓杖 同上

高 学年 の ダ ンス(表 現)の 指 導 相場 了 同上

うご きのバ リエ ー シ ョ ン 竹屋 啓子 同上

動 きづ く りの指導 法 川 口千 代 同上

作 品づ く りへ の導 入一 イ メー ジ と動 きの ひ らめ きを

触 発 す る 片 岡康子 同上

心拍 数変 動 か ら見 た舞 踊 身体育 成法 の特性 鈴 木 由

美子 女子体育11月

一補 遺 一

〈総 記〉

イエ イツ舞踊劇 と能楽 一 コー ラス を中心 に 松 山明

生 武蔵野音楽大学紀要11

<芸 術(二)>

Labanotation-1一 記録 法 の ルー ル と事例 につ い

て 林信 恵 大阪体育大学紀要9

〈 民 俗〉

沖縄 の踊 りの表現 特質 に関す る研 究 〔3〕一 古典 舞踊
「高 平良万歳」につ いて一 金城 光子 琉球大学教育学

部紀要21(2)

沖 縄 の踊 り〔3〕古典 舞 踊 「高 平良 万歳」一舞 踊譜 の体

系 化 をめ ざ して一 金城 光子 同上

中世 トル コにお け る宗教 舞踊 一 The Whirling Dance

と歴 史 的 ・宗 教 的背景 本 間周 子(慶 応大学)体育

研究所紀要17-1

〈 教育 〉

創 作 ダ ンス指導 の方 法 と効 果 に関す る研 究 三浦 弓

杖 千葉大学教育学部研究紀要2α2)

ダンス を創 作 す る集 団 の リー ダー シ ップに関す る実

験 的研 究 穴 迫洋 子 大阪教育大学紀要IV教育科学2α1)

創 作 ダンス にお け るイメ ージ と表 現技術 花野豊 子
・大松 由美 ・市倉 幸子 福岡大学体育研究15

舞 踊学 習 に於 け る思 考の 多様 性 につ いて一 作 品 よ り

み た創作 活動 の研究 石 川博 子 広島大学教育学部紀

要第4部26

舞 踊 に おけ る「動 きの モテ ィフ」形 成 西 平梅 子

山梨大学教育学部研究報告28(2)

指 導者 自身 の 力量 を高め るた めの創作 実践 例一 「雪」

をテー マ に一 沖 口公子 ・真鍋 敏子 釧路論集9

体 育科 教育 におけ る舞 踊 の位 置 づ け 鈴 木満 洲子

福岡教育大学紀要第5部芸術・保健体育・家政・技術科編27
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外国の舞踊書 か ら

＊舞 踊専 門 の外 国雑 誌 Dance Magazine, Dance &

Dancers, Dancing Times, Viltiis, Pour la Danse

な ど め 新 書 紹 介 欄 に取 り挙 げ ら れ た1977, 78年 刊 行

の 舞 踊 関 係 の 単 行 本 の な か か ら, 重 要 と思 わ れ る も

の を, 紹 介 の 抄 訳 と と も に掲 げ る。(市 川 雅)

L'Apres-Midi D'un Faune

Nijinsky 1912 (Dance Book Ltd)

ア ドル フ ・ ド ・マ イ ア ー がl912年 ロ ン ドン公 演 に

お け る 「牧 神 の 午 後 」を と っ た32枚 の 写 真 を複 製 し,

デ ィギ レ フ, ジ ャ ッ ク ・エ ミー ル, ブ ラ ン シ ェ零ロ

ダ ンな ど の オ マ ー ジ ュ を組 み 合 せ て 出 版 した も の。

Jane Boutelle's Lifetime Fitness for Women

by Boutelle and Samm Sinclair Baker

(simon & schuster)

舞 踊 療 法 の 専 門 家 で あ る ブ テ ー ル が書 い た 一 日20

分 間 の 日常 訓 練 法 で あ る。 身 体 と精 神 の 一 体 感 を取

り戻 す こ と を 目 的 に し て い る。

Marcel Marceau, Master of Mime

by Ben Martin (Paddington Press)

マ ル ソ ー の マ イ ム の 写 真 集 と い っ た ほ うが よ い。

ス タ ジ オ の稽 古 写 真, 公 演 の 時 の 楽 屋, 舞 台 な ど の

写 真, マ ル ソ ー の 日 常 生 活 の 写 真 か ら な る.序 文 に

マ イ ム の 歴 史, マ ル ソ ー 論 が 収 録 さ れ て い る。

Machol Ha'am, Dance of The Jewish People

by Fred Berk (The American Zionist Youth Founda-

tion)

聖 書 時 代 か ら現 在 ま で 踊 られ て 来 た ユ ダヤ の 民 俗

舞 踊 の歴 史 が 書 か れ て い る。

Balanchine's Complete Stories of The Great Ballets,

Revised Edition.

by Balanchine and Francis Mason

(Doubleday & Company)

バ ラ ン シ ンの バ レ エ 観 と い っ た も の よ り作 品 の タ

イ トル, 物 語 な ど が 主 要 な部 分 を 占 め て い る。"い か

に バ レエ を楽 しん だ ら よ い か""ど の よ う に して 自分

は舞 踊 家 に な っ た か""子 供 の た め の バ レエ"な ど に

つ い て, メー ソ ン の イ ン タ ビ ュ ー に応 じて, バ ラ ン

シ ンが 語 っ て い る。

The Russian Ballet Past and Present.

by Alexander Demidov (Dubleday & Company)

こ の 本 の 特 徴 は ヨー ロ ッ パ, ア メ リ カ, 日本 に あ

ま り紹 介 され て な い 現 代 ソ ヴ ィエ トの 舞 踊 状 況 につ

い て 書 か れ た も の で あ る.現 代 ソ ヴ ィエ トの 前 衛 舞

踊, ソ ヴ ィ エ ト連 邦 の 地 方 で の 舞 踊 活 動 に つ い て 記

さ れ て い る。

A Time to Dance: American Country Dancing from

Hornpipes to Hot Hash.

by Richard Neve (St. Martin press)

ア メ リ カ の 民 俗 舞 踊, と く に ニ ュ ー ・ハ ン プ シ ャ

ー の 田舎 の 民 俗 舞 踊 を取 扱 っ た も の で あ る。

A Midsummer Night's Dream, The Story of The

New York City Ballet's Production told in Photo-

graphs.' by Martha Swope (Podd and Mead Co.)

ニ ュ ー ヨー ク ・シテ ィ ・.バレ エ の 写 真 に よ る公 演

記 録。

Dance: The Aft of Production.

by Joan Schlaich and Betty Dupont.

(The C, V.Mosby Co.,)

舞 踊 を上 演 す る際 の プ ロ セ ス に つ い て 書 か れ た も

の で, 実 用 書 の部 類 に属 す る.振 付 師, 照 明 家, 装

置 家, 音 楽 家, 衣 裳 家 が た が い に ど うい うふ う に仕

事 を進 め て い くか, 実 際 の例 を引 い て 説 明 し て い る.
"音 楽/音 響"の 部 分 で ど ん な音 響 機 械 が 劇 場 に備 え

つ け て あ る か, "フ レ ス 関 係"の 部 分 で は ど の よ う に

ハ ブ リシ テ ィ を した ら よ い か に つ い て 書 い て あ る.

Movement Games.

by Esther L. Nelson (Sterling Publishing Co.,)
"未 開"社 会 と"文 明"社 会 の 子 供 の 身 体 を動 か して

す る遊 戯, ア フ リカ や ア メ リ カ ・イ ン デ ィ ア ン の 太

鼓 に よ る会 話 な ど が 記 述 さ れ て い る。

Group Dance Improvisation.

by Barbara Mettler (Mettler Studio)

ア リ ゾ ナ州 タス コ ン に タ ス コ ン創 作 舞 踊 セ ン ター

が あ り, そ こ で 行 な わ れ て い る授 業 と理 論 に つ い て

書 いた も の。

Dance in Elementary Education.

by Ruth Lovell Murray (Harper & Row)

初 等 教 育 に お け る舞 踊 の 実 際 に つ い て 書 か れ た も

の で, テ ク ニ ッ クの 習 得 と即 興 に よ る 自 我 の 解 放 に

力 点 が 置 か れ て い る。

To Dance, To Live.

by Tina Mackler and Thalia Mara

(Dance Horizons)

二 人 の 著 者 が 見 た バ レエ ・ダ ンサ ー 達, ヌ レエ フ,

フ ォ ン テ ン, ペ タ ー ・ マ ー テ ン, マ カ ロ フ な ど の 印

象 を書 い た も の。
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Ballet Body Language.

by Joan & Teena MoConnei (Harper & Row)

言 語 学 者 の 姉 と ニ ユ ー ヨー ク ・ シ テ ィ・ バ レエ の

ダ ンサ ー で あ る妹 に よ る共 作。 こ の二 人 は ア メ リ カ,

ヨ ー ロ ッパ を レ ク チ ャ ー ・デ モ ン ス トレ ー シ ョ ン し

て 歩 き, そ の 講 演 記 録 を も と に し て, こ の 本 を書 い

た。 ボ ア ン トの 歴 史 に つ い て 書 い た部 分 は 新 鮮 だ と

い わ れ る。

Ruth Page: An Intimate Biography

by John Martin

今 世 紀 の ア メ リ カ の 女 性 舞 踊 家 は フ ラ ー, ダ ン カ

ン, デ ニ ス, グ ラハ ム, ハ ン フ リ ー, デ ー ミル な ど

数 多 い が, ル ー ス ・ペ ー ジ を付 け加 え る 必 要 が あ る。

日 本 に もハ ロ ル ド ・ ク ロ イ ツベ ル グ の 相 手 役 と し て,

1930年 代 初 期 に 来 日 し, シ カ ゴ ・オ ペ ラ座 を 中 心 に

して ア メ リ カ の バ レエ の 発 展 に も 多大 な寄 与 を し た

が, ニ ュ ー ヨ ー ク と い うア メ リ カ文 化 の 中 心 か ら は

ず れ て い た た め に, ど ち らか と い え ば 過 小 評 価 さ れ

て き た。 こ の 著 は 有 名 な 舞 踊 批 評 家 ジ ョ ン ・マ ー チ

ン が 記 録, イ ン タ ビ ュ ー な ど 多 角 的 に ペ ー ジ の舞 踊

家 と して の 歴 史 を 明 ら か に し て い る。

The Dancer's Book of Health.

by L. M. Vincent

(Sheed, Andrews and MCMeel Inc.)

舞 踊 家 は よ く怪 我 を す る。 ス タ ジ オ で転 倒 した 時,

仲 間 の ダ ンサ ー達 も経 験 が あ る の で, "膝 を暖 め ろ"
"ヴ ィ タ ミ ンEを と れ""冷 や せ""医 者 に見 て も ら え"

な ど と い うgど れ も 正 し い だ ろ うが, 経 験 だ け で い

っ て い るの で 信 愚 性 が な い。 こ の 著 は 三 人 の 医 師 に

よ る適 切 な ア ドヴ ァ ィ ス を収 録 した もの で, ア キ レ

ス 腱 切 断, 捻 挫, 筋 肉 痛, 椎 関板 ヘ ル ニ ア な ど舞 踊

家 独 特 の怪 我 を起 した 場 合 に ど う い っ た 処 置 を し た

ら よ い か 書 い て あ る。

Modern Jazz Dance.

by Fred Traguth (Dance Motion Press)

500枚 ほ ど 図 版 の あ る わ か り易 い も の で あ る。 著

者 は ドイ ツ人 だ が, 単 に ア メ リ カ だ け で な く, ア フ

リ カ の 舞 踊 ま で も見 聞 して こ の 本 を書 い た。"バ ー

と フ ロ ア の 運 動""イ ソ レー シ ョ ン""ポ ジ シ ョ ン と空

間"な どの 章 が あ る。

Dance A while: Hand Book of Folk, Square, and

Social Dance.

by Jane A. Harris (Burgess Publishing)

舞 踊 教 師 の 教 材 用 テ キ ス トで, 巻 末 に は使 用 レ コ

ー ド, 教 材 用 具, テ クニ カ ル ・ター ム ー 覧 な ど が付

し て あ る。

Charleston Anyone.

by Aurora S. Villacorta

(lnterstate Printers & Publishers)

チ ャ ー ル ス トン の短 い歴 史 と, そ の ス テ ッ フ.の ヴ

ァ リエ ー シ ョ ンが 書 か れ て あ る。

Die Kunst des Flamenco.

by Alfonso Puig Claramunt and Flora Albaicin

(Editiones Poligrafa S.A)

英 語, フ ラ ンス 語, ス ペ イ ン語 で も 出 版 され た も

の ・"カ フ ェ ・カ ン タ ン テ"っ ま りカ フ ェ で 演 じ られ

た フ ラ メ ン コ の歴 史 に重 点 が お か れ て い る。

40 Years of the New York City Ballet.

(The Dial Press)
「セ レナ ー デ 」「ユ ニ オ ン ・ジ ャ ッ ク 」「ア ポ ロ」な ど

238の 作 品 が 写 真 入 りで 収 録 され て お り, リ ン メ ン

・カ ー ス チ ン の 「バ ラ ン シ ンの 芸 術 的 信 条 につ い て」

の ほ か, ウ ォ ル ター ・ソ レ ル な ど の バ ラ ン シ ン に つ

い て の 論 文 が あ る。

To Dance.

by Valery Panov (Alfred A. Knopf)

ソ連 か ら 亡 命 した 舞 踊 家 に は ヌ レエ フ, バ リ シ コ

フ, マ カ ロ フ な どが い る が, 最 近 で は ヴ マ レ ソー ・

バ ノ ブ の レ ニ ン グ ラ ー ド ・バ レエ か らの 亡 命 が あ っ

た。 彼 は ヌ レエ フ な ど と ち が っ て ユ ダ ヤ 人 で あ り,

芸 術 的 自 由 と い う よ り ソ連 に お け る ユ ダ ヤ 人 問 題 か

ら亡 命 に 踏 み 切 っ た よ う だ. こ の 本 に は彼 が レ ニ ン

グ ラ ー ドで 学 ん だ こ と や 亡 命 の 諸 事 情, ヴ ィ ザ の こ

と な ど が 書 か れ て い る。

L'Histoire Du Ballet et de la Danse.

by Alexander Bland (Albin Michel)

ど ち ら か と い え ば, イ ギ リ ス の バ レエ に 重 点 が置

か れ, フ ラ ンス の バ レエ 史 とい う 点 で は 不 充 分 な 記

述 で あ る。

Beaute de la Danse.

by Gilberte Cournand (Gautier Edition)

クー ル ナ ン女 史 は 今 迄 ピ エ ー ル ・ラモ ー, ノベ ー

ル な ど に つ い て の 研 究 書 を 出 して き た が, こ の 本 は

素 晴 し い 図 版 に よ っ て き わ だ っ て い る。 彼 女 の 文 献

の 蒐 集 量 が もの を い っ て こ の 本 を 生 ん だ と い え る。

Ballet dans le Monde-Formes Nouvelles

by Serge Lido (Edition Vilo)

セ ル ジ ュ ・リ ドの 写 真 集 で400枚 ほ ど の 写 真 が収

録 さ れ て い る。 モ ー リ ス ・ベ ジ ャ ー ル が 序 文 を寄 せ

て い る。
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Le Ballet et Opera

<Vision de La danse>と して 企 画 さ れ た 第 一 巻 で あ

る。 フ ラ ンセ ト ・ル ブ ー, コ レ ッ ト ・マ ッ ソ ン が写

真 を集 め, イ メ ー ジ豊 か な 本 に し て い る。

Histoire de la Danse en Occident.

by Paul Bourcier

パ リ七 大 学 の 歴 史 学 教 授 で あ る ブ ル シ ェ 教 授 が,

歴 史 と舞 踊 の 関 係 を書 い た も の で あ る。

Jorge Donn danse Bejart.

by France Nerran et Tonicatany

(Fernand Nathan)

モ ー リ ス ・ベ ジ ャ ー ル ・バ レエ 団 の 男 性 舞 踊 手,

ホ ルへ ・ダ ン を フ ィチ ャ ー し た写 真 集。

Ballet-Faszination.

by Max Fiehaus

(Nymphenburger Verlagshandlung)

世 界 の バ レエ 界 の 写 真 が238点 入 っ て お り, ダ ン

サ ー 達358人 の 簡 単 な紹 介 が あ る。

Sowjetisches Ballett.

by Rolf Schrade (Heinrichshofen Verlag

ユ ー リ ・グ レ ゴ ロ ヴ ィ ッ チ が 序 文 を書 い た も の で,

300枚 の 写 真 に よ っ て ソ ヴ ェ ッ トの 最 近 の バ レエ 界

が紹 介 さ れ て い る。
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学会活動報告

*5月17日 日本 大 学芸術 学部 中講堂 で, 舞踊 学会,

日本大 学芸術 学部 演劇 学 科共 催 によ「趙 元庚"韓 国

舞 踊"レ クチ ュ ア ・デモ ンス トレー シ ョン」を開催。

第一部 三 国(中 国 ・韓国 ・日本)舞 踊 の試験 的比

較。

第二部 ・第 三部 韓 国 の宮廷 舞踊, 巫俗 楽 舞 仏

寺法 舞, 鳳 山仮 面劇, 農 楽舞, 式楽 舞 な

ど十 三 曲 目 を踊 る。

*6月3日 田 舞踊 学会 紀 要 『舞 踊学 』創刊 号 を発行。

*6月3日(土)4日(日)日 本 大学 ほ か にお いて昭和53

年度 総会 な らび に第5回 舞 踊 学会春 季大

会 を開催。

第1日(日 本大 学芸術 学 部 中講 堂)

特別公演 舞踊 学 の方 法論一 能 の研究 を例 と し

て一

東京 芸術 大 学教授 横 道万 里雄

映画「能」(外務省製 作)

シ ンポ ジウム ・能 に おけ る舞 踊性

(司会)松 本 亀 松 ・横 道万 里雄 ・横 井茂
・大 町倫 子

総会 一事 業報 告 ・会 計報 告 ・監査 報告 ・役員 改

選

理 事 石福恒 雄 ・浦 山政 雄 ・市 川雅 ・柿 沢充 ・

川 口千代 ・郡 司正 勝 ・上林 澄雄 ・如 月青

子 ・桜 井 勤 ・高橋 秀雄 ・鳥越 文蔵 ・松本

亀松 ・松 本 千代 栄 ・目代清 ・山田敦 子

監 査 柴崎 四郎 ・横 道万 里雄

理 事 の互選 によ り, 会 長 に郡 司 正勝 を選 出.

高点順 によ り, 副会 長 に松 本千 代栄 ・市 川雅

を会 長 よ り委嘱。

懇親 会

第2日 見学 観世 会 定期 能(観 世 能楽 堂)

*7月11日(火)の 理 事会 にお いて板谷 徹, 石井 一躬

岩 川真紀, 平 野 英俊, 丸 茂美恵 子 に幹事 を委

嘱。

*10月7日(ガ8日(日)奈 良女子 大 学 ほ かにお いて

第6回 舞 踊 学会 を開催。

第l日(奈 良女子 大学 会館 大集 会室)

研究 発 表。

動 きの リズム指導 の現状 と問題 点

若 松美 恵子

ダ ンス学習指 導 に関 す る研 究(2)佐 分利 育代

舞踊 創作 過程 にお け る創作 経験 な らびに不 安

特性 の影 響 榎 並 恵子

平 井 タカネ

舞踊 用語 に関す る研究II松 本千 代栄

山田 敦子

大熊琴 月枝

本間 清美

名須 川知子

舞踊 表現 の特性 清水 威

舞踊 を一 要 素 と した総 合美 術へ の私 的 試み

葵 妖子

舞踊 にお け る普遍 的 な る もの と特殊 な るもの

の方 向 神 沢 和 夫

特 別 公演 行動 美 学 と しての舞踊

近 畿大 学 近 藤 英男

報 告 ア メ リカにお・け る舞踊 学会(ADG/CORD)

出席報 告 早稲 田大学 郡 司 正勝

懇 親会

第2日 見 学 楳 茂都流(楳 茂都 陸平 氏)稽 古所 見

学

山村流(山 村 た か氏)稽 古 所 見学

井 上流 温習 会(先 斗町 歌舞 練場)見 学

奈 良豆 比古神 社 翁舞 見学

(第5回 舞 踊学会 運営 委 員 一一 目代清, 原 一平, 豊

田玲 子, 千早 正美, 沼 田憲平, 神 永光 規, 新納 紀美

夫, 戸 田宗 弘)

(第6回 舞 踊学 会運 営委 員 運 営委 員長 ・近 藤英

男, 総 務 ・穴 迫 洋子, 平 井 タカ ネ, 発 表会 場係 ・川

村, 渡辺, 本部 事務 局 ・黒 田, 徳 永, 受付 ・林, 庶 務会

計 ・河 本, 懇親 会 ・穴迫, 平 井, 見学 ・穴迫)

舞踊学修士論文題 目一覧
(昭和52～53年 度 分)

※(1)各 大 学院 に調査依 頼 の結 果, 昭和54年4月20日 現在

回答分 を掲 載 した。

(2)大 学院 名は五十 音順。
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